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を根底から支える生態系が成立しています。
こうした生命の多様性がいかにして生まれ，
今後どう発展するのかを理解するためには，
その進化の背景にあるルールを解明するこ
とが重要です。こうした背景のもと，今野
直輝さん（博士課程2年生）は，大規模
データに基づいて生命進化のルールを解明
する生物情報科学分野において，卓越した
研究成果を挙げてきました。とりわけ，長
期的な時間スケールで起きる生命システム
レベルの進化の予測はこれまで困難だとさ
れてきましたが，今野さんは，過去の進化
過程のパターンを学習し，さらに未来の進

化を予測する機械学習手法Evodictorを開
発し，実際に数千種のバクテリアの代謝シ
ステムの進化を解析することでその進化が
予測可能であることを発見しました。これ
は基礎生物学の枠組みに限らず，医学分野
における薬剤耐性遺伝子を獲得しそうな種
の未来予測や，生物工学分野における特定
遺伝子を導入可能な種の予測など，将来の
応用にもつながる重要な成果です。
　この研究成果を含む業績が評価され，
「過去の進化の解明と未来の進化の予測の
ためのバイオインフォマティクス」という
テーマによる受賞に至りました。これから
も，今野さんのご活躍を心より祈ります。

球上には実に多様な生物が生息して
おり，それによって，私たちの生存地
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層大気と呼ばれています。特に中間圏・下
部熱圏は浮力を復元力とする小スケールの
大気重力波（以下重力波）が卓越していま
すが，これを捉える研究手段が限られてい
るため，本格的な大気力学研究が難しい領
域でした。一方で中層大気の変動は地上に
およぶことが知られており，季節予報や温
暖化等気候予測の精度向上のためにはその
解明が不可欠です。奥井さんは高解像度大
気大循環モデルを用いて，世界で初めて現
実の重力波を含む中層大気の再現に成功し
ました。国際共同大気レーダー網による中
間圏重力波の観測データによるモデル検証
の後，再現データを用いて大気の各階層間
の相互作用を丁寧に解析することで，中層
大気の上下結合や南北両半球結合の変動の
メカニズムを明らかにしてきました。その
中で，小さなスケールの重力波が平均場を

不安定化し惑星規模波を発生させる様子や，
群速度の大きな重力波が先回りして平均場
を変えることで惑星規模波の伝播を妨げ北
極成層圏に大規模昇温をもたらす様子，惑
星規模波と重力波が次々と発生・伝播・砕
波して北極成層圏から南極上部中間圏にシ
グナルを伝える様子など，躍動的な中層大
気の遠隔結合の仕組みを見事に解明しまし
た。また，理学系研究科の学生国際派遣プ

度約 10 ～ 100kmに位置する成層
圏・中間圏・下部熱圏はまとめて中

ログラムGRASPを利用してバース大学
（University of Bath）に留学し，成層圏
の衛星観測データによるモデル検証を行な
うと共に，衛星では捉えられない重力波分
布とその理由も明らかにしています。これ
らの研究成果を含む業績が評価され，「高
解像度大気大循環モデルを用いた中層大気
の遠隔結合における重力波の役割の研究」
というテーマで受賞に至りました。これか
らも，奥井さんのご活躍と研究の発展を期
待しています。

地球惑星科学専攻の奥井晴香さんが日本学術振興会育志賞を受賞

生物科学専攻の今野直輝さんが日本学術振興会育志賞を受賞

18


